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図-1 改修後の熱源システムの概要 図-2 SA 温度別の空調システムの消費電力量(8 月) 
 

研究の目的 

現在，高層オフィスビル，ホテル等からなる複合施設において，中央式水蓄熱空調システムの更新を始めとする

総合改修が計画されている．本空調システムは，蓄熱槽，熱源，ポンプ，空調機等の多様な機器で構成される（図

-1）．これらの機器の能力・制御等の改修仕様は，年間エネルギー消費量や室内の熱的快適性の動的シミュレーシ

ョンに基づき決められることが理想的である．本研究は，建築物の総合的なエネルギーシミュレーションツール

「BEST」を用いて，建物・空調システム全体のシミュレーションを行い，改修計画の詳細を決めることを目的と

する． 

技術の説明 

今回用いた BEST 専門版は，空調・熱源システムを構成する様々な機器がモジュール化され，それらを組み合

わせ，シミュレーションモデルを構築することで，本建物の中央式水蓄熱空調システムにも適用できる．また，建

築と設備を連成させたシミュレーションにより，室内環境の評価も可能である．本報では，中央式水蓄熱空調シス

テムにおける空調機給気温度の制御設定値に着目した．空調システムの空気搬送電力を削減するには，空調機給気

温度を低温化する手法が有効と言われるが，中央式水蓄熱システムで本手法を用いる場合，熱源電力，水搬送電力

の増加等の悪影響や，室内快適性が変化するといった影響が考えられる．そのため，夏の冷房時に空調機給気温度

が空調消費電力やオフィスの PMV に与える影響をシミュレーションにより明らかにした． 

主な結論 

夏の冷房時に空調機給気温度が空調消費電力やオフィスの PMV に与える影響をシミュレーションにより明らか

にした．検討の結果，本建物において，空調消費電力は SA 温度 14℃の時が最も少なく，省エネルギー性と室内

快適性を両方考慮した場合，SA 温度は 13℃が適すると判断された．（図-2）． 
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